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効果的に進める部署別現任教育
急性期編
看護実践能力の育成を目指した新人教育と病棟内活動

小山内 美智子



旭川医科大学医学部附属病院１０階東病棟

看護師長小山内美智子
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第３回看護実践能力の育成を目指した
新人教育と病棟内活動
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脳神経外科では，患者が身体運動性の障

害・思考過程の変調・言語的コミュニケー

ションの障害（意識障害・失語など）など

を有していることが多い。そのため，患者

自身による自己の安全確保が困難であり，看

護者による患者の観察とスタッフ間での情

報交換などから常に安全確保に対するアセ

スメントを実施し，ケアに当たることが求

められる。

また放射線科では，癌化学療法・放射線

療法（外照射・内照射）などを受ける患者

が主で，時にターミナルケアに至ることも

ある。さらには，緊急入院・手術，または

特殊治療のRI治療時の看護など，多岐にわ

たる看護の展開が求められる。

本稿では，当病棟での新人看護師の看護

実践能力の育成や，看護の質の向上を意識

した病棟内活動を報告する。
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当院の概要

【１０階東病棟概要】

脳神経外科24床，放射線科７床，Ｒ１２床の混合病棟

看護職員

１９名，助手１名計20名

看護体制

プライマリナーシング，チームナーシングの併用
２人夜勤

診療科：１７科

病床数：602床

看護単位：１８

看護職員：３５１名
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準備から確認事項まで当病棟の実際の方法

が書いてあるポケット版を見ることで，実

際に動くことができ，また確実な実施がで

きることで自信につながる。そして，それ

以前に不安が解消されるという方が大きい

との意見もよく耳にする。また，先輩看護

師が指導する際も，ポケット版に沿って指

導することで，指導する先輩看護師によって

方法が若干変わるということがなく，一貫

した指導．極めて基本に忠実な指導がで

き，新人を惑わすことがない。

１年目の５～８月頃までは頻繁に活用さ

れ，その後徐々に自信がつくとともに活用

頻度は少なくなる｡しかし，その後12月頃

より，再度活用することがあるという。あ

まり頻度として多くない看護技術などを実

施する際に，確認のため見ることがあり，

そこで自分の看護技術の自己評価ができる

ことになる。１月を過ぎる頃には１日に１

回もポケット版を見ない日もあるが，必ず

携帯しており，２年目になったと同時に卒

業したという。次の新人が携帯するように

なる頃には，自分が活用していた状況など

を新人に伝えている場面を見た。

（３）スタッフの反応

実際に活用していたスタッフからは「解

らないことをすぐ確認できる簡便さと安心

感がある。使用頻度が高く実践的。言い換

えれば，プリセプターの役割の一部を果た

している」「何かをする時，まず［準備はど

うすればいいのか？］ということが一番気

にかかるところなので，その点がきちんと

いうことが目的の一つである。

もちろん，携帯することでいつでも見る

ことができ，とっさの時にはポケット版で

確認して，確実な技術を患者さんに提供す

ることが最大の目的ではある。

新人が，いつもそばにいて教えてくれた

り注意してくれたプリセプターと少しずつ

離れることになる頃には，夜勤業務も実施

され，プリセプターを通して職場に慣れて

きたとはいえ,不安なことがまだまだ続く。

不安な事柄は多々あるが，なかでも「自信

のない看護技術を患者さんにする」という

ことが一番緊張するだろう。まず，何を準

備すればよいのだろうということから始ま

り，ほかのスタッフに聞けない状況ではな

いにしても，それぞれが業務に就いている

ことがほとんどで，また急がなくてはなら

ない場合など，調べに行く間もなくあやふ

やな状況で実施することにもなりかねない。

そんな時，ポケット版を見ることで，確実

な技術の実施につながるのである。

（２）活用状況

以上のように，プリセプターとマンツー

マンでの期間においての活用は極めて少な

いが，一人で行動する頃より活用すること

になる。

例えば，資料にある「中心静脈ライン挿

入」の介助をすることが当日出勤してわかっ

た時，新人は「何を用意するのか」「どん

な介助をするのか」「患者さんはどうすれ

ばいいのか」など，一度や二度の経験では

明確に覚えていないことがある。その時，
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脅看護実践能力の育成を目指しだ;新人教育と病棟内活動

発生が少なくなり，効果的であると評価す

る。また，安全対策関連においては，看護

研究としてもまとめ，学会報告もでき，研

究的視点もみられる。
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新人教育においては，根拠性を踏まえた

確実な技術を増やし，さらにそのことを認

めていくことが，自信の積み重ねとなりモ

チベーションを高めていく。そのためには，

できる限り早い自立を目指したいが，ある

程度の期間はやむを得ず有効な指導・オリ

エンテーションを常に検討したい。また，

スタッフの主体性を尊重し，信頼して病棟

運営に参画してもらうことが，能力開発に

も効果的である。さらに，看護師の基本で

ある看護展開の実施においては，患者と協

働立案・評価することで,責任を感じたり，

達成感を得たりと，看護実践能力の向上に

有効であると感じる。

このように，スタッフ個人が成長するこ

とが，病棟としての活性化につながってい

る。スタッフが大いに自己アピールでき，

能力開発できるように，機会の提供や環境

面の調整（例えば，看護評価の時間確保）

と効果的なサポートについて，今後も検討

していかなければならない。
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